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1
学生の授業参加意識の向上に対する取
り組み

2 学生の質問を引き出す工夫

3 学生による授業評価の活用

1 法学検定試験に関して

2 教務主任務める

　同会　憲法理論叢書編集委員長（2016年10月～2018年10月）

　同学会　選挙管理委員

　同学会　総会開催校幹事（2018年11月17日～18日）

1998年9月 世界EU学会参加（ブラッセル）

1997年～ 比較法学会会員

1997年～ 日本EU学会会員

　同学会　理事（2013年4月～）

1998年～ 日仏法学会会員

　同学会　総会第一部司会（2016年11月26日）　於・一橋大学

　同会　春季研究総会司会（2005年5月）

　同会　春季研究総会司会（2010年5月）

　同会　運営委員（2010年7月～）

　同会　事務局長（2010年10月～2012年10月）

　同会　憲法理論叢書編集委員（2012年10月～）

1986年～ 全国憲法研究会会員

　同会　憲法記念講演会司会（2003年5月3日）

　同会　憲法研究会憲法記念講演会司会（2004年5月3日）

　同会　憲法研究会選挙管理委員（2005年5月）

1986年～ 憲法理論研究会会員

国際関係法学科 教授 大藤　紀子
大学院の授業担当

有

　教育活動

教育実践上の主な業績 年月日 概要

1　教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

3　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

ゼミ形式の授業では、レポートを課し、順番に報告の機会
を設け、授業に「参加」するだけではなく、学生が自ら主体
となって授業を作らねばならないということを意識されるよ
うに心がけている。講義形式の授業においても、必要に
応じ、小テストを行っている。

講義形式の授業であっても、始まりや終わりなど、随時質
問を受け付けている。また授業時間内にはあまり多くの質
問は出ないが、授業終了後、多くの学生の質問に対応し
ている。ゼミ形式での授業では、学生が毎回必ず一度は
発言するよう、促している。

授業の理解度や授業の方法が適切であったかどうかを確
認し、次学期以降の授業内容と授業方法の改善に役立て
ている。

2　作成した教科書、教材、参考書

4　その他教育活動上特記すべき事項

2005年度から2年間、団体受験の責任者として、法学検
定試験3、4級の受験を学生に勧めた。2級合格者の中か
らは、公務員試験合格者も排出。

2012年4月より（2014年5月1日まで）法学部教務主任を務
める

　学会等および社会における主な活動（学外の委員、役職等）

年月日 活動内容

1986年～ 公法学会会員
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国際関係法学科 教授 大藤　紀子
大学院の授業担当

有

　その他

・憲法理論叢書第26号『岐路に立つ立憲主義』編集「編集後記」執筆　（2018年1月～2018年10月）

2007年3月3日
埼玉県八潮市「やしお市民大学講座」講師 「心の中の自由=思想・良心の自由に
ついて」

2008年10月～2012年3月

　同協会　幹事（2005年6月～2007年6月）

　同協会　日・アラブ女性交流事業プロジェクト委員会委員（2012年5月～10月）

2005年6月4日 埼玉県八潮市「やしお市民大学講座」講師

埼玉県草加市男女共同参画審議会副会長

2012年4月～2014年3月 埼玉県草加市男女共同参画審議会委員

2006年～ 国際人権法学会会員

1998年10月12日 埼玉県南埼北部二市三町協働研修会、上級職員研修講師「地方自治論」

1998年11月 神奈川県小田原市女性行政課主催「おだわら・おんなの会」コーディネーター

神奈川県小田原市建築審査会審査委員

　同学会　研究大会第2日目午後の部座長（2009年11月15日）

1999年～ 神奈川県小田原市市民交流課「小田原評定衆」

2002年4月～2003年3月 埼玉県上尾市人権推進委員

2003年4月～2004年3月 埼玉県上尾市人権施策推進協議会委員

2005年4月～ 埼玉県草加市個人情報保護審議会委員

2005年6月～ 女性法律家協会会員

　同学会　編集委員（2007年11月～2009年11月、2013年1月～2015年11月）

1999年4月～2003年3月
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